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診断時の留意事項

　　１、　現地に到着したら事前に建物の外周部を見て歩き大まかな状況を把握すると作業上の段取りが行いやすい。また、外回りの布基礎・べた基礎・ろうそく基礎・土間コンクリートのひびわれ等による不同沈下の目視又はレベル等による確認を行う。（写真撮影）
2、 建物の内部を汚さないように、作業の順番には充分に注意する。

3、 建物内部で作業を行う事から、道具類は清潔な物を使用するように心がえる。

4、 色々な道具を持ち込む事から、壁などにぶつけてキズなどを付けないように注意する。

5、 聞き取り調査では、現在の建物の状態は当然の事ながら、過去及び周囲の状況などをじっくりと聞き取るようにし地盤及び地形の状況を推測するよう心がける。

6、 写真撮影は色々な所を多めに撮影しておき、再度撮影を行わなくてすむように心がける。

7、 調査日の天候に配慮する事は重要であるが、やもうえず雨天の日に行うときには、現地を汚さないように注意し、外観写真などは、日を改めて撮影を行うようにする。

8、 調査には出来るだけ立会人の同行を受けて作業を行うよう心がける。

9、 内部の壁亀裂、柱縦割れ、建具の不具合等による構造体の状況判断を行う。（写真撮影）
10、 筋違い端部及び柱、梁との接合状況の確認を行い使用材に対する接合部の強度を確認する。（写真撮影）
11、 増築建物の場合は梁仕口、継ぎ手等の増築時使用部材に対する強度確保の確認を行う。（写真撮影）
12、 小屋裏等に上がる場合はズック等を用意し、頭にはヘルメットを着用しけがの無いように作業をおこなう。

13、 既設建物の仕上げ材等には厚さが薄く強度上問題のあるものがあるので、根太、野縁等の上などを移動するようにする。

14、 床板の取り外しを行う前にはそれらの周囲にある障子戸、ふすま戸の開閉状況を確認し床板修復後と比べ異常の無いことを依頼者（立会人）と確認を行う。

15、 調査終了時点には汚れ、破損等の無いことを依頼者（立会人）とともに確認すること。

尚、調査時に破損等が生じた場合は依頼者（立会人）へ説明と謝罪を行い、すみやかに修繕を行うよう手配すること。
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